


フランスでVins Mousseuxと総称される発泡性ワインは、製造の過

程でワインの中に溶け込んでいた二酸化炭素が、グラスに注いだとき

にbulle（泡）として認められるものをいいます。一般には3気圧以上

のガス圧があるもので、それ以下のものは弱発泡性ワインに区分して

います。フレンチ・スパークリングとは、シャンパーニュを除いた、こ

の発泡性ワインのことをいいます。

1. 伝統方式

フランスのリムーやシャンパーニュなど、発泡性ワインが 17世紀後半

はじめて造られたといわれる地域が数多くあります。醸造の段階でア

ルコール発酵が完全に終わらず、糖分が残されたワインが瓶詰めされ

てから二次発酵を起こし、発泡性をもったことが、そのはじまりと考え

られます。この背景には、高い圧力に耐えるボトルの開発と、オリー

ブ油を滲み込ませた麻布の代わりにコルク栓を使って密封できるよう

になったことがあるのです。

過去にはシャンパーニュ製法（Méthode Champenoiseメトード・シャンプノワーズ）といわ

れていました。1994 年以降 EU法によりシャンパーニュ以外では伝統方式と呼ばれます。

スティル・ワインを瓶に詰め、蔗糖と酵母を加え、密閉して瓶内で二次発酵を起こさせその

まま滓を除去します。

「Crémantクレマン」と名のつくものはこの方法で造られます。

Crémant d’Alsace クレマン・ダルザス、  Crémant de Bordeaux クレマン・ド・ボルドー、 

Crémant de Bourgogneクレマン・ド・ブルゴーニュ、 Crémant de Loireクレマン・ド・ロワール、

Crémant de Juraクレマン・ド・ジュラ、 Crémant de Limouxクレマン・ド・リムー。

また、 Saumur ソーミュール、 Vouvrayヴーヴレ、Touraineトゥーレーヌ、 Montlouis-sur-Loire

モンルイ・シュル・ロワールの Mousseuxムスーや Pétillant ペティヤン、  Saint-Páray サン・

ペレイ、Clairette de Dieクレレット・ド・ディー、  Blanquette de Limouxブランケット・ド・

リムーなどが、この方法で造られます。

フレンチ・スパークリングは、ワインのように横に寝かせる必要はあり

ません。立てて保存できます。飲む前には６～８℃に冷やしておきます。

ボトル内の空気圧はトラックのタイヤ内と変わらないばかりか、ロンドン

の二階建てバス用タイヤの空気圧の３倍もあるのです。また温度が高く

なったり、揺り動かされたりすると驚くほど泡立ってしまいます。コツを

覚えてスマートに抜栓しましょう。

フレンチ・スパークリングは飲み残しても、飲んで減った空間に二酸化

炭素が充満するので、劣化がスティル・ワインよりも少ないのです。専用

の栓で密閉すれば翌日まで充分おいしく飲めます。

フォイルをはずし、針金の口輪を
緩めるか、はずした後に、コルク
の上面に親指または掌をあてがい
ボトルの首の方向に押さえます。 液面の表面積を増や

し、圧力を減らすよう
ボトルを斜めにします。

コルクを回そうとせず、ボトル
のほうを静かにねじります。そ
の間、親指をきつくあててコル
クを押し付けるか、掌で首を
包み込めば、栓を開けた瞬間、
吐息のような音が耳に入るは
ずです。

Méthode Traditionnelle メトード・トラディショネル
または

Méthode Classique メトード・クラシック

発酵途中のワインを瓶に詰め、密閉して、残りの発

酵を瓶内で続けます。

ラングドック地方の Blanquette de Limoux ブラン

ケット・ド・リムーは、アルコール度2～3%まで一

次発酵させ、3月まで冷蔵した後、残糖により二次

発酵がはじまり半甘口に仕上がります。

そのほかローヌ地方の Clairette de Die クレレット・

ド・ディー、南西地方のGaillacガイヤック、サヴォ

ワのBugeyビュジェで用いられています。

2. 伝来（田舎）方式
Méthode Ancestrale 
メトード・アンセストラル

または

Méthode Rurale 
メトード・リュラル

スティル・ワインを大きな耐圧タンクに密閉して二

次発酵を行う製法で、フレッシュでフルーティーな

発泡性ワインの醸造に適しています。空気に接触し

ないため、ミュスカ種やリースリング種のアロマを

残したいとき、また短期間に大量に造ることができ

ることから、コストを抑えた発泡性ワインを造る場

合に広く用いられています。原産地名は表示されま

せんが、生産者名やおしゃれな商標名で販売され、

親しまれています。

1909年にボルドーのユジェーヌ・シャルマ氏が発案

したのでこう呼ばれます。

3. 密閉タンク方式
Méthode Charmat 
メトード・ド・シャルマ

または

Méthode Cuvée Close 
メトード・キュヴェ・クローズ

4. 炭酸ガス注入法 
Gazéfié
ガゼフィェ

ビュル

ヴァン・ムスー

グラスは浅い広口型のクープと細長いフリュートがあります。

クープはマリー・アントワネットの乳房の形とされ、かつて

主流であった甘口用に開発されました。ワインがこぼれや

すいだけでなく、気泡をいち早く発散させてしまいます。

フリュートは立ち上がる泡を楽しめ、また気泡の散失を最

小限に抑えてくれます。またチューリュプ型のワイングラスでも楽しめます。

注ぎ方は、静かに注ぐと気泡は均質で規則的になります。さらに、2回

に分けて注ぐほうが気泡の安定が高まります。

炭酸ガスをタンク内のワインに吹き込み、高圧のも

とで瓶詰します。フランスでは「自転車に空気を入

れるポンプ」と呼んでいます。必ずラベルに「Vin 

Gazéfié」と明記されます。大量生産に適しています。
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